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われ等何を為すべきか

調布市立 図書館長 萩原祥三

　昭和50年後の年報を公刊月することになった。昭和49年4月から昭

和50年3月までの一ケ年間の調布市の図書館活動の成果が数学によっ

て示される。

例えば調布市民がどれだけ図書館に登録したか。即ち、 市民が自ら図

書館に足を運んで、利用する意志を示したのが登録である。従って図書館活動の成果は最も

収約されてこの登録率に示される。

　この場合、図書館は自由の場であるから市民に図場館が利用を強制す

るわけではない。市民が自発的に資料利用の意志を確実に示したことに

なる。どういう利用目的であれ、図書館という知的な情報ストックの場

所に市民がかかわるという行動の意味は小さくはない。

　日本の図書館は長い間不活発な状況下にあったという条件を充分評価し

た上でないと、この意味を兎角軽く見勝ちになる。

　昭和49年度は前年の48年度に比べると、市民の登録率が約2％延びている。これは重い数字である。10

％が12％に延びるのと、20

％が22％延びるのとは全く数字のもつ意味が違うのである。従来の

図書館の常識では、利用者の登録率が20％を超えることなどは不可能

と考えられていた。私自身20％までは延びるであろう。然し問題は、

20%を超えてどこまで達するか、一応30％までは可能性としては考

えられると思うが、それは分館網が全く完備し、蔵書能力を充分もつ新

中央館が建設された暁の目評である。分館網もあと少し建節を残し、新

中央館の目途のたたない現在においては、20％の数字を超えていくこ

とはかなり困難と思える。このあとからの延びが極めて苦しい斗いとな



るのである。従って49年度の数字を締切って結果を弾いてみるまでは

心配だったのである。

　貴重な市民の税金を少しでも有効に働かせて、市民生活の中に返して

ゆくために我々は、毎の労働を重ねているのである。毎曰の労動の意識

の中には勿論税金とその成果とは直詰しているわけではないだろう。と

もすれば出来上っている組織の中に、ただ就職して生活するという意識

に支配され易い。喰う手段としてどこかの組織にぶら下るということは、

現在のような社会の発展段階では已むを得ないが、人間が「生きる」と

いう存在への意識に目覚めるとき、税金というものによって生活してい

る事実は何を意味するかを考えてみなければならない。

　税金の中には勿論種々様々な発生源があるか、市税の主な源泉は、市

民税という労働の対価から成っていることを考えると、その税源もよっ

て日々の生活の糧を得ているものは、他人の労働を盗んではならないと

いうのが、最低のモーラルとなろう。他人の労働を盗むことが罪悪視さ

れてきたのは長い歴史をもつ。

　人間の生存の平等性という観念も、近代の産物ではなくして、もっと

早い時期に現われてきている。それは宗教の発生と同じ時期とみること

　ができる。

　　キリスト教の中にも仏教の中にもある根本思想は、人間の平等という

観念である。

　生産の発展と技術の巨大の進歩は、人間に支配の原理を発生させる根拠をも生産したが、人間がもつと素朴で謙

虚な時代には、人間は支配

の原理をもたなかったと思う。支配を否定していく現代の運動の根底に

あるのが平等への志向であり、平等を可能ならしめるのが、個と個のそ

れぞれのもつ認識の能力の開発であり、学習への平等な権利を保障する

方法論の確率であろう。

　図書館というものの現代社会における存在意味が問われるのがこの

ようなかかわりの中でなければならないのは、既に明かかなことであろ

う。

現代社会に存在する知識、情報が開 がれていなければ，

すべての人間
が手に入れることは不可能であろう。情報や知識の統制がいかに人間

の支配にとって重要な意味をもっているかは、あまねく歴史の証明済み

のことである。

　図書館はその意味あいから、もし開かれた社会を目指そうと努めるな

ら、言倫の自由のために最も勇敢な場所でなければならない。図書館の

経営が公的機関たる自治体の運営に任せられているということ、一面

公共性の保障の粧をとってはいるが、その内実が必ずしもそうではない。

自治体じたいの体質と歴史もさることながら自治体を担う人間が先

球のように、他人の労働を「盗む」ことは罪悪であるという意識に貫

かれているわけではないからである。私が図書館経営に当って最も心配

していることはこの点である。我々はまだ経営浅い図書館の中において

かくの如き職能論理を確立しているわけではないが、そこを目指さない

限り、本物の図書館は創り得ないいと信じている。

　　昭和49年度は、調布の図書館が創られてから8年に当る。まだ歴史

　を創るどころか、そのスタートに立ったとしか思えない年月である。然

　しその経営の基礎は少しづづ固まりつつあリ、若くして、情熱で溢れた

　而も未来の春秋に富んだ人材が、営々として努力を重ねてくれている。

　　日頃の館員の成果に報いるために、ここに年報を市民のために贈りた

い。
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Ⅰ．概　　況

　調布市は、副都心新宿から西へ私鉄(京王線)で約15分の位置に

ある典型的な近郊住宅都市である。

　東西約7km、南北約3kmで、総面積約21.8k㎡を有して

いる。地形は武蔵野台地と立川台地上に広がり、南端に多摩川が流れ

る絶好の住宅地である。

１．人　口

(１)　町別人口

　人口の分布状況を町別にみると、国道20号(甲州街道)と、

　それと平行して走る私鉄(京王線)に添って街を形成している地

　域(小島町、布田町、国領町、仙川町等)と、新らしい集田住宅

　の建設によって形成された住宅地(緑ヶ丘・西つつじヶ丘・染地

　等)に大別することができる。

(２)　年令別人口

　　年令階層別に見ると25才が最も多く、その前後がそれに続い

　ている。また、青少年層では15才が最も少なく、低年令層は、

　また除々に多くなっている。

　　グラフに表わすと(Ⅰ－１－(２)グラフ)のようになる。

(３)　人口の増加　　　　　’

　　　昭和35年～45年の急激な人ロの増加は、緑ヶ丘団地(昭

　　和36～37年)神代団地(昭和40年)、多摩川団地(昭

和41年)の三大団地の入居によることが大きな要因となってい

るが、そのほかにも、人口の都市 集中化の波をまともに受けて、

個人住宅やアパート・マンションが急増し、異常な人口増加率と

なった。しかし、その後、地価の高騰にあいまって減少し、現在

は安定しつつある。

２.　財　　政

　昭和49年度は、財正的に大きな変化があった。つまり石油シ

ョック以来、地方自治体における財政の危機が深刻化し、昭和50

年度に至っては総需要制策の影響を受けて補助・起債の統制と、

インフレの激化による物件費・人件費の高騰は、経済高度成長によ

ってもたらされた諸々の行政需要に対応しきれず、治方自冶体にお

ける財政を破滅的にしてしまった。

　したがって、教育行政の中でも義務教育以外の社会教育に対する

制約は特に強まる中にあって、図書館の運営は、ますますむづかし

くなっていくことが予測されるが、そのような状況下にあって昭

和49年度末に若葉分館を建設し、昭和50年度当�、職員を配し

で開館できたことは、当市に於ける図書館の位置づけが確立されて

いるといえる。

(１)　年度別決算額の推移

　昭和49年度の市費総額は、約146億1900万円で、調布

市立図書館中央館が開館した昭和41年度の決算額と比較すると

約7倍になっている。

　この中で教育費の占める割合は約28パーセントである。更に

図書館費は(ただし人件費は含まず)約1億7千万円に達し、市

費の1.18パーセント。教育費の4.23パーセントを占めている。

　図書館費のうち、図書購入費は448万3千円となり、人ロ1人

当り約235円となる。(ただし、この中には雑誌、逐次刊行物、



　視聴覚資料代は含まれていない。)

　　これは、昭和４１年度人口１人当り１７円であった図書費が、

　物価の上昇はあったものの、実に１４倍になったことになる。

（２)　図書館費内訳

　　昭和４９年度は、工事費高騰の中で若葉分館の建設を行ったた

　め、若葉分館建設費約７，７６０万円を含め、工事請負費が１億円

　に達しており、大きな比重を占めている。また、図書購入費の大

　幅増加が目立っている。

　　それ等を除く運営費については、物価指数の上昇を考え併せる

　と、ほとんど増加されていないとえる。

Ⅰ－１－（１）町別世帯数と人口



Ⅰ－１－(2)　年令別人のグラフ　（昭和５０年１月１日現在） Ⅰ－１－(３)　調布市の年別　世帯数と人ロ　　(各年1月1日現在)





Ⅰ－１－(３)グラフ
調布市の人口グラフ



Ⅰー２－(１)　年度別決算額の推移

人口はその年度の12月末日　経費はその年度の決算額



Ⅱ．図書館の概況

　調布市では、ブック・モービルを配置せず、最初から市内の全べて

の地域に図書館(分館)を設置する分館網方式をとっている。

１．分館配置図（サ一ビス・エリヤ）

基本計画に基づいて配置された各 分館別に奉仕対象地域を設定す

ると（Ⅱ－１－（１)分館配置図）のようになる。今年度若葉分館が

開館し、中央館を含めて９館の奉仕対象地域をみると、全人口の約

86％、面績比にして約81％が網羅されることになる。

２．各館別施設概況

　　各館の施設は、表（Ⅱ－２－(１)施設状況）のようになっている。

　将来的には全市を３プロックに分けて各ブロックに500㎡程

　度の大型分館(地域館)をもうけ、更に中央館としての機能を十分

　に果すことのできる新中央館(4,000㎡）の建設が望まれる。

３．運営組織と事務分掌

　図書館運営に関する条例、規則は次のとおりである。

　　調布市立図書館設置条例

　　調布市立図書館々則

　　調布市立図書館処務規程

調布市立図書館職員の勤務時間 ・休憩時間等に関する規程

なお昭和50年4月1日より、教育委員会内規として、次の内規が

定められた。

　調布市立図書館協力員の設置および勤務に関する内規



(１)調布市立図書館処務規程(昭和４１年３月３０曰教育委員会規程

第１号）（抜　粋）

（係の設置）

第２条　館に次の係を置く

　(１)庶務係

　(２)図書係

（分掌事務）

第３条　各係の分掌事務は、次のとおりとする。

　　庶務係

　　(１)　公印の保管に関すること。

　　(２)　文書の収受、発送に関すること。

　　(３)　施設、設備の維持管理に関すること。

　　(４)　企画、運営､統計及び調査に関すること。

　　(５)　関係各機関との連絡に関すること。

　　(６)　予算の編成及び執行に関すること。

　　(７)　館内の取締りに関すること。

　　(８)　その他、他係に属さない事項に関すること。

図書係

　(１)　図書資料並びに視聴覚資料の収集、整理、保管及び利用に

　　関すること。

　(２)　整本及び修理に関すること。

　(３)　読書案内及び読書相談に関すること。

　(４)　読書会、研究会、講演会、映写会、鑑賞会等の開催及び�

　　励に関すること。

　(５)　郷土資料に関すること。

　(６)　図書室の利用並びに管理に関すること。

　(７)　図書資料の相互貸借に関すること。

昭和５０年６月１日現在



４．　貸出制度と開館時間

　調布市の図書貸出冊数と貧出期間は、１人1回2冊、14日間で

ある。これは１人1冊10日間であったものを、昭和49年度から

改めたものであるが、今後更に貸出冊数について検討し、増冊して

いく方向である。

　しかし、3冊～5冊に増加できない最大の要因は、職員(窓口)

が十分でないことによる。

(個人貸出)

第9条　館長は、図書資料を個人に貸出すことができる。

２．　図書資料の個人貸出しを受けようとする者は、個人登録票によら

　なければならない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十

３．　個人登録票は調布市内に住居を有しまたは調布市内に通勤・通学

　している、身元確実な者に対し、本人の請求によりこれを交付する。

４．　個人登録票の有効期間は1年とする。

５．　個人登録票は貸与若しくは譲渡してはならない。貸与され、もし

　くは譲渡され、または紛失届の出された個人登録票は無効とする。

６．個人貸出しのできる図書資料は原則として2冊（部、種）とする。

７．図書資料の貸出期間は14日以内とする。

８．個人貸出しを受けようとする者に対する個人登録は各館ごとに

　交付する。

　（団体貸出）

第10条　図書資料の団体貸出を受けようとするものは団体登録票に

　よらなければならない。

２．　団体登録票は社会教育関係団体。官公署、会社、学校収等の代表者

　の申請により館長が審査の上適者と認めた場合に交付する。

３．　団体登録票の有効期間は１年とする。

４．　館長は、図書資料の団体貸出しを受けた機関、または団体の代表

　者に対しその利用状況について報告を求めることができる。

５．　同時に団体貸出しのできる図書資料は原則として100冊(部、種)

　以内とする。

６．　同じの図書資料の団体貸出期間は１ヵ月以内とする。

閉館時間と休館日

　＊中央館児童室は毎日17:30

閉館休館日はこのほかに

毎日第3水曜日

国民の祝日(この日が月曜日の場合は翌日)

年末年始

５．将来計画

　図書館は調布市の長期計画に基づいて建設を進めている。基本的

　には、下記三原則を満す分館配置をすることによって、市内のどこ

でもだれでも気軽に図書館を利用できるようにすることにある。



　(１)　人口２万人に一つの図書館

　(２)　半径800メートルに一つの図書館

　(３)　ニつの小学校区に一つの図書館

　�体的には全市に12の図書館を建設し、別表〔Ⅲ－１－(１)〕

　　のとおり配置しようとするものである。

　　　計画に対する実施状況としては、今年度当�に若葉分館を開館し

　　たことによって、全部で9館が活動している。残る末設置地区は、

　　佐須地区と染地地区のみとなったが、機能的な面から中央館として

　　の役割を十分果すことのできる本格的中央館の建設が必要不可欠で

　　ある。

組織図（案）

将来構想図





Ⅱ一１－(１)調布市立図書館配置図



Ⅱ－１－(２）分館別奉仕対象人口と面積



●



Ⅱ－２－(１)　

施設状況

昭和50年8月1日現在



中央館　　施設平面図　(縮尺１／３００)

蔵書能力
蔵書能力



国領分館　施設平面図(縮尺１／３００）床面積　約３０４㎡

蔵書能力

つつじヶ丘分館　施設平面図　(縮尺１／３００)

蔵書能力



深大寺分館　施設平面図　(縮尺　１／３００)

蔵書能力

神代分館　施設平面図　(縮尺１／３００)

蔵書能力



宮の下分館
施設平面図

蔵書能力

緑ヶ丘分館　施設平面図（縮尺１／３００)

蔵書能力



冨士見分館　施設平面図　(縮尺１／３００)

蔵書能力

若葉分館　施設平面図(縮尺１／３００)

蔵書能力



蔵書能力

Ⅱ－3－(２)　年度別職員数の推移

Ⅱ－３－(３)　４９年度職員配置内訳



Ⅲ　蔵　　書

　　蔵書は図書館の生命であり、良い資料を選ぶことに専門的知織と永

　い経験を必要とする。館の歴史が浅い当館では分館の整備をすすめる

　中で、まず児童図書を整備し、成人用図書は年次計画に基づいて充実

　する方法をとっている。

１．　年度別蔵書冊数(表Ⅲ－１)

　昭和49年度末の蔵書冊数は、調布市立図書館発足の昭和４１年

　度と比較して約16倍になっている。

　成人用図書と児童用図書と分けてみると、成人図書が約１２倍。

児童図書が約４０倍となる。これは分館が、児童図書がら整備する

ことが大きな原因となっている。また市民１人当り)

の蔵書数は、昭

和４１年度わずか0.08冊であったものが49年度は0.9冊と増

加し、今年度中には市民１人当り１冊以上になることは確定的であ

る。
２．　館別分類別蔵書冊数(表Ⅲ－２)

　　中央館に於ては、その床面積から算出すると蔵書能力をすでに

　オーバーして、約４万冊を有している。

　　蔵書計画では、限界の５万冊を目標としているが、これは、フロ

　　アー・スペースからいって極限であり、その点でも早期新中央館の

　建設が望まれる。

　各分館の平均蔵書冊数は13,949冊となる。昨年度の平均蔵書

　冊数14,142冊と比較すると少なくなっているのは、今年度当�

　若葉分館を新たに開館したが、その蔵書数は約5,000冊程度であ

　ることによる。　　　　　　　　　　　　　　　　　……



　蔵書全体では児童書が圧倒的に多く、成人用図書の分類別構成の

中では、”文学”と゛社会科学”が他に比較して多い。これは全館

ともほぼ同じ傾向である。この構成比については良否を論ずること

はできないが、今後、市民の読書意識を調査し、蔵書のあり方につ

いて検討していく。

３．月別受入冊数　（表Ⅲ－３)
４．分類別除籍冊数

(表Ⅲ－４)

５．将来計画　(表Ⅲ－５)

　市民１人当り２冊の蔵書を有する図書館システムを完成させるこ

とを目標とし、年次計画をすすめているが、いくつかの課題がある。

課　題

(１)　分館網の中心としての機能を有する新中央館の建設がぜひとも

　必要である。

(２)　蔵書を充実させるためには、毎年度5万冊以上の図書を購入し

　ていく必要がある。

(３)　図書の整理、活用方法について制作化する必要がある。特に蔵

　書の内要を充実するためには、分館を平面的に位置づけているの

　を改めて、ブロックを形成し、蔵書管理の一元化と、分但収集の

　制度を確立する必要がある。



Ⅲ－１　年度別蔵書数の推移



Ⅲ－２

蔵書冊数



Ⅲ－３　月別受入冊数



Ⅲ－４　分類別除籍冊数



Ⅲ－５　各館別蔵書計画(試案)

Ⅳ登録状況

　　分館網の整備とともに、図書館の利用者は毎年増加し、昭和41年

　度(中央館開館年度）全市民のわずか25パーセントであったものが

　昭和49年度は22.1パ一セントとなり、今年度若葉分館開館と併せ

　て、更に増加していくものと予想されている。



１．　年度別登録者数(表Ⅲ－１)

　年々増加する登録者数は、昭和41年度を
100とした場合、昭

和49年度は1,212となり、約12倍である。成人と児童に別け

てみると、成人は約86倍、児童は約20倍になっている。

分館開館により著しく増加した町の例

２．　町別登録者数(表Ⅲ－２－(１)～(３))

　　町別登録者数を年度別にみると、分館網の必要性がはっきりとす

　る。つまり分館を設置するとその地域の登録者数が急激に増加す

　る。昭和４９年度は富士見町にて富士見分館、緑ヶ丘に緑ヶ丘分館を

　それぞれ開館した。それまでは両地域とも年次少しずつ増加してい

　た登録者数が、昭和49年度は倍増している。緑ヶ丘の�合、昭和

　４８年度登録者５９９名であったのに比べ昭和49年度2391名

　と約4倍に増加している。

昭和50年度は若葉分館を開館したことにより、地域人口に比し

　　て登録者数が少ない入間町、若葉町が飛躍的に増加 するものと期待

される。

３．館別・月別登録者数(表Ⅲ－３)

(１)　毎年度登録の書き換えとなっているため４月が最も多くなって

いる。また年度のはじめに登録する人は、曰頃から利用している

人が多く、後半になって登録する人は、新しく図書館を知った人



　　や、必要にせまれてその都度利用するという人が多い。

　(２)　全体肘にば成人と児重の比率はほぼ同じで、成人４９．６パーセ

　　ント。児童５０．４パーセントである。

　　館別では、成人の多い館は中央館と神代分館の２館となってい

　　る。中央館は、その機能からして当然のことであるが児童図書

　　館的傾向にある分館の中で、神代分館のみ成人登録者が多いこと

　　が特筆される。

　(３）昭和４８年度は、中央館が全体の４４．５パーセントを占めてい

　　たが、昭和４９年度は３７．３パ一セントとなっている。これば富

　　士見分館と縁ヶ丘分館の開館により分館の登録者数が増大したこ

　　とによる。

Ⅲ－１　年度別館別登録者数



Ⅲ－２－(１)　年度別･町別登録者数
(各年度末）

Ⅲ－２－(２)　町別登録率 (５０

，３，３１）





Ⅲ－２－(３)　昭和４９年度地域別登録者数(成人・児童）



Ⅲ－３　館別．月別登録者数　　　(４９．４．１～５０.３．３１)



Ⅴ．　入館状況

　館内で本を直接手にとって自由に閲覧できることが、神代の図書館

の特色である。

　調布市に於ては、ブック・モ一ビルを導入せず、はじめから分館シ

　ステムとした大きな理由の一つに「自由な館内閲覧の重要性」がある。

１．　年度別入館者数(表Ⅴ－１）

　　分館の整備とともに、入館者数が年々増加し、昭和41年度と比

　較して昭和49年度は成人が2.5倍、児童は実に11倍になってい

　る。

　　これは地域に図書館ができることが、その地域の児童の読書活動

　に与える影響がいかで大きいかを示している。しかしながら、成人

入館者をみると、48年度・49年度と下降している。更に館別に

　みて中央感の�合、45年度をピ一クに徐々に下降している。これ

　は分館の設置に伴い利用者が地域に移行したものとみられるが、全

体的に落ちこんでいることは、それがどのような意味を持つのか検

　討する必要がある。

　　つまり、登録者数が着実に増加しているにもかかわらず、入館者

　が減少しているということは、施設の狭隘不備により登録者の利用

回数の減少をまねいていないかどうか、館内閲覧に不便をもたらし

ていないかどうか、ということと、蔵書について充分期待ご応えら

れているかどうか、という二つの大きな理由が考えられる。

２．地域別入館者数　(表Ⅴ－２－(１）～（２))

　(１)　　年度別に地域別入館者数の推移をみると、やはり分館建設の効

　　果をはっきりと認めることができる。



分館の開館により、その

地域の入館者数が急激に増加する。

分館開館により著るしく増加した町の例

(２)　館別では、やはり中央館が全市的に利用されるのに対して、分

　館はその附近の利用者によって占められている。

３.　職業別入館者数　(表Ⅴ－３－(１)～(４))　

　(１）入館者の中では児童が最も多く、全入館者の約58パ一セント

　　を占めている。館別にみると、中央館だけが成人が児童を上まわ

　　り、成人約63パーセント、児童館37パ－セントとなっている。

　　　まだ成人の職業別でも中央館と分館ではその順位が変る。中央

　　館では学生、勤人が多いのに対して、分館では主婦、中学生が多

くなっている。このことは、中央館が分館に比較して、学生向の

蔵書を若干多く有していることと、開館時間の延長により、勤人

の利用に供していることと、更には調布駅に近い位置であること。

(２)職業別入館者の動きを月別にみると、中学生が８月に特に増加

　している。このことは中学生の夏休み中の宿題のために利用する

　ものと思われる。その他は年間を通してほぼ平均している。

(３）職業別入館者の動きを年度別にみると、成人入館者が減少しつ

　つある理由として学生の減少があげられる。

　　　これは、現在の施設設備状況が、学生の利用の仕方に必ずしも

　合っていないためによるものと思われる。つまり、学生の受験勉

　強のためには、特別に学習室もなく、冷房も完備されていないた

　めに利用しにくいといいことができる。　　　　　

･

Ⅴー１　年度別館別入館者数
(各年度末)



Ⅴ－２－(１)　年度別・地域別入館者数　(各年度末)



Ⅴ－２－(２)　　館別・町別入館者数



Ⅴ－３ー(１)　職業別入館者数

Ⅴ－３－(２)　職業別・月別入館者数　（４９．４．１～５０．３．３１)



Ⅴ－３一(３)　月別入館者数　　　(４９．４．１～５０．３．３１)



Ⅴ－３－(４)職業別、年度別入館者数 (各年度末)

Ⅵ貸出状況

　昭和48年度と比較して昭和 49年度は急激に増加し、その数は約1.8

　　倍になっている。これは、昭和４９年度より貸出制度を改正し、１人

　　１回２冊14日間としたことによるものである。

　　１．年度別貸出冊数　(表Ⅵ－１)

　　　貸出冊数を年度別にみると、年々増加の一途をたどり、成人では

　l　　昭和41年度と比較して約20倍　児童では約60倍になっている。

　　これを人口(奉仕対象者数)１人あたりの貸出冊数でみると、昭和

　　　41年度の0.13冊であったものが、昭和49年度には3.18冊(貸

　　　出率)となる。



年度別貸出率の推移

２．　館別・月別貸出冊数　(表Ⅵ－２)

　　館別では中央館が最も多く、全体の２
８．６パーセントを占めてい

　　　る。これは地の利や規模からいって当然のことであるが、昨年度３７

　　　パーセントを占めていたことからくらべると減少している。これは

　　　富士見・緑ヶ丘両介館が開館し、分館における貸出冊数が増大した

　　　のに反し、中央館ではむしろ利用者の地域への移行による減少がある。

　　分館では一番小規模のつつじヶ丘分館が最も多く、１４パーセン

　　　卜を占めるが、成人と児童に分けてみると、成人は神代分館が多く、

　　　児童はつつじヶ丘分館が多くなっている。

分館貸出冊数／登録者数



Ⅵ－１年度別貸出冊数
（各年度末）



Ⅵ－２　館別・月別貸出冊数



Ⅶ　その他の利用状況

　１．　館外活動参加状況

　　　調布市の図書館では、さまざまな館外活動を実施

　　している。

　　　これ等は図書館に於ける資料の貸出しと同じく、

　　図書館の役割として実施している。

　２．　視聴覚教育機器・教材とその賃出状況

　　　視聴覚ライブラリーが発足してからまだ日も浅く、

　　その活動内容も決して充実しているものではないが、

　　今後更に内容を高め、活動を活発化していかなけれ　

　　ばならない。　　　　　　　　　　　　　　．‘



Ⅶ－１　館外活動参加状況(４９．４．～５０．３．３１）

講演会・講座

研究会

読書会

創作の会

発表会

講習会



映　画　会

その他の事業

地域文庫

分館行事

Ⅶ－２－(１)　視聴覚ライブラリー保有機器１(５０．３．３１)



視聴覚ライブラリー保有機器　(５０．３．３１)

視聴覚ライブラリー保有教材　　　(５０．３．３１)



Ⅶ－２ー(２)視聴覚機器月別貸出状況



Ⅶ－２－(３)　映画フィルム等　月別貸出状況
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